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出光興産と共立製薬の業務提携について 

 

出光興産株式会社（本社：東京都千代田区、社長：中野 和久）と共立製薬

株式会社（本社：東京都千代田区、社長：岡本 雄平）は、国内における畜産

商品の販売、調達に係る業務提携契約を締結し、両社は 3 月 1 日から新業務

を開始します。 
 

わが国の畜産業界を取り巻く環境は、飼料の高騰や輸入畜産物の増加による競争激化

などにより、その厳しさが増している一方、安全・安心を志向する消費者の意識は年々高ま

っています。このような環境のもと、生産現場からは、抗生物質に頼らない飼育や低コストで

の飼育に役立つ飼料添加物、機能性素材が求められています。 

 

出光興産と共立製薬は、飼料添加物と機能性素材分野における事業規模の拡大を目的

に、業務提携の締結に至りました。出光興産は、素材開発力、微生物培養技術とその製品

化技術を保有し、動物薬のトップメーカーである共立製薬は、全国に販売ネットワークを展

開しております。両社は、お互いの強みを活かしてシナジー効果を発揮し、現場のニーズに

応えていきます。 

 

業務提携により、出光興産は、アグリバイオ事業のうち畜産分野の営業業務を共立製薬

に移管し、共立製薬は飼料添加物・機能性素材分野の製造、調達の業務を出光興産に移

管します。 

これにより、出光興産は自社開発品に加え、国内外から調達した商品を共立製薬に供給

します。また、共立製薬はこれらの製品を全国の販売網を活かし、販売代理店や畜産生産

者に販売します。両社はシナジーの効果を高めるために出向なども含め人事交流をしてい

く予定です。 

 

今後、出光興産は、共立製薬からあがってきた生産現場のニーズを踏まえた商品開発と

海外からの機能性素材や低コスト製造品の調達力を強化し、共立製薬は出光興産から調

達した商品を加えた幅広い商品ラインナップで販売を強化します。 

今回の業務提携によって、2015 年には売上規模 30 億円をめざします。出光興産および

共立製薬は、それぞれ 2010 年度対比で約 3 倍の売り上げ規模となる見込みです。 

 

【お問い合わせ先】 

出光興産株式会社 共立製薬株式会社 

IR・広報室広報課（飯沼） 

℡ 03-3213-3115 

URL http://www.idemitsu.co.jp 

営業技術推進部（渡井） 

℡ 03-3264-7559 

URL http://www.kyoritsuseiyaku.co.jp 



 

参 考 資 料 

■出光興産 畜産分野の事業概要 

出光興産のアグリバイオ事業は、1960 年代後半からの石油蛋白の研究から出発し、微

生物活用技術、天然素材活用技術をコアとして、「食の安全・安心」に貢献する製品を

開発している。 

畜産分野では、整腸作用や成長促進効果の高い微生物資材や天然物をコアに、薬に

頼らない健全な家畜生産に貢献する製品を開発・販売している。 

＜主な自社開発商品＞ 

「モルッカ」、「サバナ」：成長を助け、生産性向上に役立つ生菌剤 

「ファームキーパー」：悪臭軽減や堆肥化促進に役立つ環境改善資材 

 

■共立製薬 事業概要 

  共立製薬は、『人、商品、業績、共に珠玉の如き会社でありたい』と願ってワクチン販売

から出発。半世紀を越え「人と動物と環境の共生をになう」を経営理念に、伴侶動物用

医薬品事業、農水産動物用医薬品事業、人体用医薬品事業、環境衛生関連事業を四

本の柱とし、人と動物のきずな、食の安全と安心、少子・高齢化社会への貢献、産業公

害の低減をになうことを社会的責任と捉え、21 世紀の繁栄を具現化していくことをめざ

している。 

 ＜主な取り扱い商品＞ 

・ 伴侶動物用商品：「犬用ワクチン」「猫用ワクチン」「各種医薬品」「サプリメント」など 

・ 農 水 産 用 商 品：「牛用ワクチン」「豚用ワクチン」｢鶏用ワクチン｣「各種医薬品」 

 ｢飼料添加物・混合飼料｣「堆肥発酵促進剤」など 

 

 

■会社概要 

商    号 出光興産株式会社 

所 在 地 東京都千代田区丸の内３丁目１番１号 

代表者名 代表取締役社長 中野 和久 

設 立 日 １９４０年３月２０日（創業 1911 年 6 月 20 日） 

資 本 金 １０８，６０６百万円 

事業内容 石油精製並びに油脂製造、販売 

石油化学製品の製造、販売 

 

商    号 共立製薬株式会社 

所 在 地 東京都千代田区九段南１丁目 5 番 10 号 

代表者名 代表取締役会長兼社長 岡本 雄平 

設 立 日 １９５５年５月１９日 

資 本 金 ５５百万円 

事業内容 動物用医薬品製造、販売 

 

 

 


